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Mah豆bh豆sya ad PI.3. 1研究(3)

小　川　英　世

1.3.I.5. [BHAsYA]

[A.]それでは,次のような[非派生的「pr豆tipadika「である]くdiv)

(「空」)という語に, [「pr豆tipadika「定義規則PI. 2. 45中の] {adh豆toh}

(「「dh豆tu「以外の」) [という「dhatu「排除]により,術語くpr融ipadika)

の禁止が帰謬することになるであろう. [そしてこの場合くdiv>は] rp虎tipadikal

と呼ばれないことから, [その後に] sU等[の名詞接辞]は生起しないこと

になろう.

[B.] [難点回避]このような誤謬はない.

【示唆論者】

師[パーここ]の[規則P7.1.84 diva aut定式化の]活動は, 「くdiv)

という語の後にsU等の名詞接辞が生起する」ということを示唆している.な

ぜなら,彼は[その規則において], [主格・単数接辞] sUが後続する時,

くdiv)の最終要素に/au/普(auT)が代置されることを教示しているからで

ある.

[C] 【反示唆論者】

[反論]この[文法操作]は, [上記のような事柄を]示唆するものではな

い.なぜなら,この[文法操作]の言明には, [上記のような事柄を示唆する

こととは]別の目的があるからである.

[間] [その目的とは, ]何か.

[答] [その目的とは, ] 「pr豆tipadika「であるくdiv)という語のために,

この[文法操作が適用される]ことである. [したがって] {aksady的)

([さいころ博徒」くaksady缶)Nom. sg. m.)という[語形が成立する.なぜ
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なら,それの語基くaksa-div)〒くaksadyu)のくdiv)は「dh豆tu「であるから. ]

[D.] 【示唆論者】

否むしろ,この[連鎖くくaksa-div)+sU}]に関しては, [P7.1.81によ

る/au/代置によって実現され石'{aksadyauh}　という語形は]望ましいもの

ではない(na isyate).

[E.] 【反示唆論者】

望ましからざる[語形{aksadyauh} (「dh豆tu「に対する/au/代置)]が結

果し, [空を意味するくdiv)に関する]望ましい[語形{dyauh} (「pratipadika

に対する/au/代置)]が実現されない.

[F.] 【示唆論者】

それではこのような場合, [無帯指標辞paribh和広により]指標辞(anubandha)

を持たない項目Ⅹが言及されている時,その項目Ⅹは指標辞を有するⅩを指示

しないから,このように[/au/代置が適用されるということが]この[「dhatu「]

について起こるということはないであろう.

[G.] 【反示唆論者】

たとえこのような[無m指標辞paribh和瓦があると]しても,指標辞を持

たない[「pr・云tipadika　である]くdiv〉　という語は, [それに対する術語

「dh豆tu「の適用から「pr豆tipadika「ではないから,主格・単数接辞sUを後

続し]ないと考えて, [当該規則においては]指標辞を有する項目(「dh盃tu'くdiv))

が意図されている,と知るであろう.

[PRADIPA]

「{aksadyCih} (「さいころ博徒」)」 : [{aksady的)の語基くaksa-div〉-

くaksa-dy白)のくdiv〉は, 「dhatu「そのものであると同時にくKvlP)とい

う] 「krf接辞で終わる項目(kvibanta)で[も]あるから,この[くdiv〉に

は, PI.2.46により] 「pr豆tipadika「たる価値がある.

「否むしろ,この[連鎖Iくaksa-div〉+sU}]に関しては, CP7. 1.81に
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よる/au/代置によって実現される・{ak開dyauh)という語形は]望ましいも

のではない(na isyate)_T :なぜなら,文化人(岳ista)による[*{aksadyauh}

の]使用はないからである.それゆえP7.1.84diva autは, [非派生的

「pr豆tipadika「である空を意味するくdiv)の後に名詞接辞が生起するという

ことを]示唆するものに他ならない.

「望ましからざる[語形　{aksadyauh}]が(云々)」というように,他方の

者[反示唆論者]が, [P7.1.84がそのようなことを]示唆するものである

ということを粉砕する.

「それではこのような場合」: 「dh豆tu「 [であるくdiv〉]は,指標辞を有す

る,という意趣である.

「たとえこのような[無帯指標辞paribh云?岳があると]しても」: [PI.2.

45中の] {adh亘toh} (「dh豆tu「以外の」)によって術語「pr豆tipadika「が禁

止されるから,指標辞を持たない[非派生的「pr豆tipadika「である垂を意味

するくdiv)という項目の]後にsUは生起し得ない.そして[指標辞を有す

る項目と指標辞を持たない項目の両者の]可能性がある場合に,この無帯指標

辞paribh和瓦は想起されるのであって,他の場合[すなわち指標辞を持たな

い項目の可能性があり得ない場合]には想起されない.

ノート(9)

I.語形くaksady白〉について

{aksady的) (くaksady白)+sU)の語基くaksady缶)は,意味的に{aksair

divyati} (「さいころで賭博をする老」)H>に等価なupapadasam豆saと呼ばれる

tatpurusa複合語の一種である.その派生は以下のように説明される.

(aksa+bhis)+-(V~div+<KvlPサ　P3. 2. 76 ; P2. 1. 19

(aksa+bhis)+(√div+¢V¢　　PI. 3. 8 ; PI. 3. 3

(aksa+bhis)+ (√div+¢　　　　P6. 1. 67
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(aksa+bhis)+(√di-缶TH+0) P6. 4. 19

(aksa+bhis)+(√di-叫+<j>)　PI. 3. 3

(aksa+bhis)+(√d-y一叫+¢) P6. 1. 77

(ak等a+¢) +(√d-y一叫+4>)　P2. 4. 7F

∴　aksady屯

-43-

当該語形の派生を性格付けるP3.2.76.P2. 1. 19の両規則は,以下のよう

なものである.

P3. 2. 76 kvip ca

この規則は,次のような諸規則との関連の下に理解されなければならない.

柳か煩雑の感を免れないが,正確な理解のた桝こ敢て記す56)

P3. 1. 1 pratyayah [支配規則;術語「pratyaya「規定]

P3. 1.2　para岳ca [支配規則]

P3. 1. 91 dh豆toh [支配規則]

P3. 1. 92 tatropapadarh saptamistham [術語「upapada「規定;支配規則]

P3. 1.93 krd atin [術語「krt「規定]

P3.2.4　si4〆sthah

P3. 2. 73 vij upe clunidasi

P3. 2. 75 anyebhyo pi dr畠yante

P3. 4. 67 kartari ktt

くKvlP)は, P3.1.1により術語「pratyaya「を付与され,さらにP3.1.

93により術語「krt「を得る.さらに当該のくKvlP〉導入規則がP3.1.91の

支配下にあることにより,くKvlP〉は, 「dh豆tu「の後(P3.1.2)に生起す

る.そして「krt「接辞の一般的な意味規定P3.4.67に基づき,それの表示

対象はく行為主体)である.ところで支配規則P3. 1.91の効力が及ぶP3. 1.

92からP3.4. 117の諸規則において言及される於格接辞で終わる項目
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(saptamyanta)は,口語(bh豆?戻) ・聖典語(chandas)の言語積域を示す

もの及び接辞導入上の意味条件を示すもの以外は,次の規則により特殊な術語

「upapada「を付与される.

P3. 1. 92 tatropapadarh saptam了stham 「この(P3. 1. 91 dh豆tohの)支

配下において,於格接辞で終わる項目によって指示される項[=ま, 「upapada「

と呼ばれる. 」

そしてこの「upapada「と呼ばれる項目は, 「それが存する場合に接辞が生

起する」というように接辞の導入に対する根拠であるSn.術語「upapada「は,

anvarthasarhjfi豆(その語の派生上の意味を保持する術語)であり, 「近くで

発生される「pada「 (Mbh : upocc豆ri padam upapadam)という意味を担っ

ている.そしてこの場合の近接性は,意味の上での近接,すなわち意味上の結

合関係を意味する.すなわち,ある項目が「upapada「と呼ばれるのは,それ

の意味が,接辞が添加される語基の意味に結合している限りにおいてである58)

さて当該規則には,先ずP3.2.4より　{supi}(「名詞接辞(SUP)で終わる

項目がある場合」が継起している. {supi}はくsup)の於格形(於格接辞内i

で終わる語形)であるから,この名詞接辞(SUP)で終わる項目は, P3.1.

92より術語「upapada「を得る.さらに派生の説明対象となっている語形の

言語領域に関しては, P3. 2. 73に言及される{chandasi} (「聖典語(chandas)

の領域において」)は,本規則には継起しない.それの対立概念である

tbh和瓦y瓦m) (「口語の領域において」)の直接的言及は当該規則のコソテク

ストには兄いだされないものの,これはいわば間接的に本規則の説明対象が口

語の額域にあるものであることを物語っている.したがって本規則は,次のよ

うに解釈される.

P3.2.76 kvip ca① 「さらに(ca) 「krt「接辞[-P3.1.1;P3.2.93]

くKvlP)が, 「upapadanである名詞接辞で終わる項目がある場合,口語の領
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域において, 「dh豆tu「の後に[-P3.1.9KP3. 1.2]生起する. 」

この解釈①によれば先ず, P3.1.91からの　くdh豆toh}　の継起により,

「dh豆tu「は特定されないから,くKvlP)接辞はいかなる「dh豆tu「の後にも

生起する.そしてその生起条件は, 「upapada「と呼ばれる名詞接辞で終わる

項目が存在することであり,さらにその派生項目が口語の領域に兄いだされる

ものであることである.しかしながら,本規則にはさらに直前のP3.2.75よ

り　くapi) (「・ ・ ・もまた」)が継起することにより,これらの導入条件が解

除される.このくapi)という語は;伝統的な解釈では,接辞導入上のすべて

の条件からの逸脱性を意味するのである(sarvop豆dhivyabhic琵r豆rtha)591.す

なわちこの語の継起により,くkvlP)接辞は「upapada「である名詞接辞で終

わる項目がない場合にも,あるいは非口語の銃域においても生起することが了

解されることになる.こうして当該規則は,最終的に次のように解釈される.

P3.2.76 kvip ca(り「さらに「krt「接辞くKvlP)が, 「upapada「であ

る名詞接辞で終わる項目があろうとなかろうと,口語の領域であろうと聖典語

の領域であろうと, 「dh豆tu「の後に生起するo」60'

くaksady缶〉に即して言えば,名詞接辞で終わる項目　{aksaih}　が術語

「upapada「を接待し,それがdhatu Vdivに近在するそれに対する共起項目

であるという環境下に,くKvlP)接辞が, dh豆tu Vdivの後に生起している.

ところで,その導入が「upapada「と呼ばれる項目の存在に依拠する

「krt「接辞は,複合語の中にのみ現われる派生形を形成する.この「upapadal

という術語の指定は,次のような複合語(sam豆sa)形成の規則の適用を期待

するのである.

P2. 1. 19 upapadam atih 「定動詞接辞(tiN)で終わらない, 「upapada「

[と呼ばれる「pada「項目]は,常に(nityam) [-P2. 2. 17]意味的に結び

ついている[-P2.1.1]項目と複合語を構成し[-P2.1.3],その複合語は
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「tatpurusa「と呼ばれる[-P2. 1. 22]. 」

こうして,この規則により,術語「upapada「を得る名詞接辞で終わる項目

である{aksaih}(「さいころによって」)は, 「krt「接辞で終わる項目である

くdiv+くKvlP)〉(「賂博をする老」)と複合語を形成することになる61'.

くKvlP)接辞に対する語基くdiv)には,くKvlP〉接辞のゼロ化の後,次の

arigak豆rya (「anga「と呼ばれる項目に対する文法操作　P6. 4. 1 ahgasyaの

支配下にある規則によって規定される文法操作)が適用される6D.

P6. 4. 19 cchvoh畠軸anun豆sike ca「/(C-) ch/育, /V/音で終わる

「anga「 [-P6.4. 1]の最終要素に,鼻音で始まる接辞の前で,さらにKvl

の前およびjhALで始まる指標辞KあるいはNを有する(kit, nit)接辞の前

で[-P6.4.15],それぞれ/岳/普, /u/育(屯TH)が代置される. 」

くKvi)は,くKvlN)とくKvlP)の総称(S豆m豆nyagrahana)である.こ

の規則の適用により　くdiv)の/V/音に/a/音が代置され,さらにP6.1.77

による/i/音に対する/y/音代置を経て,くdy屯)が形成される.

また, (iak印ih}+くdy白))の連鎖は,それが術語「sam豆sa「を得ることか

ら,次の規則により術語「pr豆tipadika「を獲得する.

PI. 2. 46 krttaddhitasam豆S豆畠ca 「さらに, 「krf接辞で終わる項目,

「taddhita「接辞で終わる項目[-P4. 1. 76], 「sam豆sa「は「pr豆tipadika"1

と呼ばれる. 」

したがって, 「pr豆tipadika「 ・ 「dhatu「中に兄いだされる名詞接辞のゼロ

化を規定するP2.4.71により, {ak印ih)の名詞接辞くaiS)(- (bhis))・は

ゼロ化される.こうして「sam豆sa「 ,ひいては, 「pr豆tipadika「である

くaksady白)が形成される.



Mah豆bh豆亭ya ad PI.3.1研究(3) (小川) -47-

II. {aksady的)に対するP7. 1. 84 diva autの適用可能性

くaksady缶)に関するP7. 1. 84の適用可能性の問題について,カーティアー

ヤナ,バクソジャリは, P7.1.84に対するⅤ豆rttika,Bh豆gyaにおいて,当該

Bh豆gyaとパラレルな以下のような議論を展開している.
1F

Mbh ad 7. 1.84:ITくdiv〉にauTを代置するという操作[-P7. 1.84]に

関しては, dhatuの禁止が言われるべきである. 」 (vt.1)

くdiv)にauTを代置するという操作に関しては, dh豆tuの禁止が[言われ

るべきである]. [したがって] {aksady的)[が成立する].

[反論] [P7. 1. 84は] {adhatoh} (「「dh豆tu「ではない」)の支配下にある

から, [そのような禁止規定を設けなくても, {aksady的)が]成立する.

{adh豆toh}が[P7. 1.84に]継起している.

[問] [{adhatoh}は]どの[規則]において,既に言及されているのか.

[答] P7. 1. 70 ugidac豆m sarvan豆masth豆ne 'dhato々においてである.

I[P7. 1. 84は] {adh云toh} (「「dh云tulではない」)の支配下にあるから,

[そのような禁止規定を設けなくても, {ak亭ady的)が]成立する.と言う

ならば,中性形(napurhsaka)において誤謬が生ずる. J (vt.2)

LP7. 1. 84は] {adh豆toh} (「「dh豆tu「ではない」)の支配下にあるから,

[そのような禁止規定を設けなくても, {aksady的)が]成立する,と言う

ならば,中性形(napurhaka)において誤謬が生ずる. [すなわち] {kasthatahksi}

(「材木を切るもの」くkasthataks〉Nom. Ace. pi. n.) {k叫ataiiksi} ( 「角を切

るもの」くk叫ataks〉Nom.Ace.pi.n.) [という,オーグメソトnUMを有す

る語形が成立しない.したがって] {napurhsakasya jhalacah adh豆toh}　とい

うように[P7.1.72に{adh豆toh}が継起することについては]禁止が結果

する6S

rあるいはむしろ既に述べられているJ (vt.3)

[悶]何が述べられているのか.

[答] 「指標辞(anubandha)を持たない項目Ⅹが言及されている時,そ
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の項目Ⅹは指標辞を有するⅩを指示しない」という[無碍指標辞paribh在韓]

である[vt.2.ad P4.1.15].

[反論]あるいはまた, [{adhatoh}と{ugidac豆m)-との]関係を継起さ

せるであろう64) 」

議論の要点は,次のようなものであろう.

Vt.1は, 「 「dh豆tu「であるくdiv)に関しては/au/代置は適用されない」

という禁止規定の新規設定を提案する. Vt.2によれば,この禁止規定は,当

該規則のコソテクストを見直すことによってもその設定の必要性は排除されな

い.しかしVt.3は,最終的な問題解決策を提案する.それは無碍指標辞

paribh豆串の活用である.

くdiv)という語には,空を意味する非派生的な「pr豆tipadika「であるもの

と「dh豆tu「であるものとがある.なぜこの.ような問題が起こるのかと言えば,

それは,この規則においてくdiv)が何れのくdiv)なのか特定した形では言及

されていないからである.したがって,ここに展開されている議論は,たとえ

ば{aksady的) (くaksady缶)+sU)といった言語項目を正当化するために,

「dhatu「であるくdiv)に対する当該規則の適用をいかにして回避するかと

いう問題意識からなされている.

P7. 1.84は, 「pr豆tipadika「であるくdiv) (「空」)に主格・単数接辞sU

が後続する語形{dyauh}651を説明している規則である.この規則は次のよう

に解釈される.

P7. 1.84 diva aut「「anga「である[-P6.4. 1]くdiv〉の最終要素に

[-PI. 1. 52], sUの前で[-蝣P7. 1. 82], /au/育(auT)が代置される. 」66'

先ずくくaksady屯)+sU}の連鎖において,どのように示規則が適用可能とな

るのであろう.ここで注意されなければならないのは, {aksady的)は,連

鎖{aksa+bhis Vdiv+くKvlP))が「sam瓦sa「という術語(P2. 1. 19)およ
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び「pr豆tipadika「という術語(PI. 2.46)を獲得してくbhis)がゼロ化され,

さらにはくKvlP)接辞がゼロ化されて(P6. 1.69)実現されたくaksa-div)

の段階で,それにsUが後続する　{aksa-div+sU}の連鎖からも説明可能で

あるということである.なぜなら, P6.4.19による/5/代置はangak豆ryaで

あるからである.カーティア-ヤナがここで想定している連鎖はまさにこの

{aksa-div+sU}である.

くaksa-div)にsUが後続する環境では,同時にP6. 4. 19とP7. 1.84の

両規則が適用可能である.そしてP6. 4. 19の文法操作とP7. 1.84の文法操

作は,相関的にそれぞれANTARANGA, BAHIRANGAであるから, P6. 4.

19が優先的に適用される67>　こうしてこの段階では(aksa-di虫)が実現され

る.ところで,このくdiv)にP6.4.19による/d/代置が適用されて実現さ

れたくaksa-di白〉のくdiQ)という語形は,明らかにくdiv)そのものとは形

態的に異なる. P7.1.84は, angak豆ryaであるが,その操作対象である

「anga「たる資格を有する項目は,くdiv)自体あるいはくdiv)で終わる項

目である.くdiv〉に/白/代置が適用され,くdi-缶)が実現された次の段階で,

どうしてP7.1.84が適用可能となるのであろうか.

次のparibhas豆が考慮されるべきである.

Paribh和瓦(PS37) : ekade畠avikrtam ananyavat 「ある項目Ⅹの部分に関し

て変形した項目Yは,項目Ⅹと異なるものでは決してない. 」

このparibh和瓦により,くdi白)はくdiv)そのものと異なるものではないと

みなされる.したがって{aksa-diu+sU}の段階においてP7. 1.84が適用

可能となるのである.

さらに,くaksa-div)のくdiv)は,くKvlP)という「krt「接辞で終わる

項目であると同時に, 「dh豆tu「たる資格も失ってはいない.ゼロ「krt「で

終わる項目は, 「krt「接辞で終わる項目たる価値(krdantatva),そしてこれ

に由来する「pr豆tipadikalたる価値(pratipadikatva)と「dh豆tu「たる価値
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(dh豆tutva)の両価値を併せ持つのであるC8)それゆえ連鎖fak等a-diu+sU}

におけるP7.1.84の適用を回避するために, P7.1.84は「dh豆tu「たる

くdiv)には適用されないということが確立されなければならないのである.

そしてこのことを確立する最終的な拠り所が無帯指標辞paribh和瓦である.

「dhatu「であるくdiv)は, dh豆tup豆tha中には{divU}　というように指

標辞/u/ (U)を付して言及されている69)一方「pr豆tipadika「であるくdiv〉

は,名詞語幹のリスト(ganap酌ha)中においてく岳arad)グループの成員と

して指標辞を付さず{div　という形で言及されている70'.ところで当該規則

中には　{divoh}　というようにくdivU)は言及されていない.したがってこ

のparibh和瓦により,本規則中のくdiv)は,指標辞を有する「dhatu^であ

るくdiv)を指示しない71)こうして, P7. 1.84は{aksa-di白+sU}の連鎖

においてその適用機会をまったく持たないのである.

III. Bhasya解読

A.当該Bhasyaは, Vt.1 ad PI.3.1 「く読み上げ)に基づいてくdh豆tu)

という術語の[規定]がある場合,同形語(sam豆na岳abda)の禁止がある」

(p豆thena dh豆tusarhjn豆y豆m sam豆na岳abdapratisedhah)に対する註解の最

終部分である.このカーティア-ヤナの言明が意図するところのものは,ある

項目に「dh豆tu「という術語を割り当てる場合,その項目がdh豆tup和ha中に

読み上げられているということだけに依拠すれば, dh豆tup和ha中にリストアッ

プされているその項目と同形の非「dh豆tu「項目に対して術語「dh豆tu「の禁

止規定が設定されなければならない,というものであった、

dhatup酌ha　中には　{divM krid豆-vijig亨ra-vyavahara- dyuti- stuti-

moda-mada-svapna-臨ntトgatisu}　というようにくdiv)が言及されてい

る72)一方名詞語幹(「pr豆tipadika「)のリストであるganap酌ha中にも,壁

を意味する　くdiv)が言及されている.すなわち,我々は「dh豆tu「である

くdiv〉と「pr豆tipadika「であるくdiv)の両者を右している.くdiv)に対す

る術語「dh豆tu「の割り当ての根拠が, dh豆tup豆tha中におけるく読み上げ)
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に求められる場合, dh豆tup豆tha中に読み上げられている「dh豆tulであるこ

のくdiv)との同形性は, 「pr豆tipadikalである　くdiv)に対しても術語

「dh豆tu「の適用を誘発する.そして本来「pr豆tipadika「である′くdiv)は,

もしそれに術語「dh豆tu「が適用されたとすれば, 「pr豆tipadika「定義規則

PI. 2. 45中の{adhatoh} (「「dh豆tu「以外の」)という「dh豆tu「排除によっ

て術語「pr豆tipadika「を得られず,その結果として名詞接辞の導入規則P4.

1.2が適用し得ないことになるのである.したがって,このようなdh豆tup酌ha

中に読み上げられている項目と同形の非「dhatu「項目に対する術語「dh豆tu「

の過大適用(Uddyota : samana畠abd豆tiprasahga)を回避するために,言わば

「くdiv)はそれが「pr豆tipadika「である場合, 「dhatu「とは呼ばれない」と

いうように,非「dh亘tu「項目に対して術語「dh豆tu「が適用されるのを禁止

する言明がわざわざ設定されなければならないのである. [1st亘nupapatti]

B.これに対して,上記Vt.1に反駁し,術語「dhatu「の割当て根拠が

く読み上げ)である場合にも同形語に対する術語「dh豆tu「の禁止規定を設定

する必要はないという立場から,同形語に対して術語「dhatu「が過大適用さ

れることはないということが述べられる. P7.1.84の目的は, 「くdiv〉とい

う語の後にsU等の名詞接辞が生起する」ということを示唆することである.

P7.1.84は,くdiv〉という語は連鎖{div+sU}において,名詞接辞sUの

前でそれの最終要素に/au/音が代置されることを規定している.もし同形語

くdiv〉に名詞接辞が後続しないとするならば,この規則は無意味となるであ

ろう.本来的に「pr豆tipadika「である同形語くdiv)に対する術語「dh豆tu「

の適用禁止が述べられなくても,それに対する術語「dhatu「の適用は, P7.

1.84自体を無意味化するから,この同形語くdiv)には,たとえそれは

dh豆tup酌ha中のくdiv)との同形性を有するものであっても,術語「dhatun

が過大適用されることはない.

このようにdhatup豆tha中の項目との同形性があっても術語「dh豆tu「が適

用されない項目があるということは,同形語に対して術語「dhatu「が過大適

用されることはないということを示している.すなわち,術語「dh豆tu「の割
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当根拠がく読み上げ)である場合にも,同形語に対する術語「dh豆tu「の禁止

規定が新規に設定される必要はないのである. [A(nupapatti)-B(盃dhaka)]

C.これに対して次のような反論が提起される. P7.1.84は,連戯{div+sU}

に関し, 「pr融ipadika「であるくdiv)の語形を説明することを目的としてい

る.語形{aksady的)に関し,連鎖くくaksa-div)+sU}において当該規則が

適用されないのは,語基くaksa-div)のくdiv)が「dhatifであるからに他

ならない.術語「dh融u「の禁止規定が設定されなければ,同形語くdiv)は

「pr豆tipadika「ではないことになり,この規則はその「pr豆tipadika「である

くdiv)の語形を説明するという目的を達成し得ず無意味となる.したがって,

同形の非「dh瓦tu'くdiv)に対して術語「dh豆tu「が通用されるのを禁止する

言明がわざわざ設定されなければならないのである. [A-S(豆dhaka)]

D.ところで,くaksa-div〉のくdiv)は, 「dh豆tu「そのものであると同

時にくKvlP〉という「krt「接辞で終わる項目(kvibanta)でもある.したがっ

てこのくdiv)は, PI.2.46により「pr豆tipadika「でもある. P7.1.84中に

はこのくKvlP)という「krt「接辞で終わる項目としてのくdiv)が言及され

ていると考えるならは,次のようなparibhasaにより当該規則は連鎖くくak細-div〉+

sU)において,語基くaksa-div)にも適用可能である.

Paribh豆串(PS28) : krdgrahane gatik豆rakap缶rvasy軸i grahanam 「 「krt「

接辞・ 「krt「接辞が添加される語基+ 「krt「接辞7Vが言及されている時,そ

れは「gati「項目あるいはk豆raka (く行為参与者))を表示する項目に先行さ

れている項目をも指示する. 」

くaksa-div)において, 「krt「接辞で終わる項目　くdiv)に先行する

くaksa)の指示対象は, Vdivの意味する賭博行為に対してく手段) (kar叫a)

というk豆rakaとして参与する(「さいころ(aksa)によって賭博をする者」).

こうして連鎖(くaksa-div)+sU}からは,当該規舶とよちて*{aksAdyauh}

という望ましくない語形が結果することになる.それでは何故実際にはこのよ
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うな語形が形成されないのが4'.望ましい語形とは,文法学の三聖(trimuni)

にとっての話者のモデルであ石「文化人」 (畠ista)によって使用されるもので

ある.そしてこれがパーここ文法学の説明対象である. 「文化人」達によって

使用されない項目が,文法規則の対象であることはないのである.すなわち説

明対象である「文化人」達による使用項目にだけ関心を寄せる(lak野aikacaksuska)

バーここにとっては'', '{aksadyauh}はP7. 1. 84という規則の定式化に際

して考慮の埼外にあるものであったのである.もしこのように考えるならば,

これは当該規則が対象とするくdiv〉は,空を意味する本来的「pr豆tipadika「

であるくdiv)だけであることになる.そしてこのくdiv)に術語「dh豆tu「が

適用されることになれば,それは術語「pr亘tipadikalを得ないことになるか

ら,当該規則は適用対象を失い,無意味なものとなってしまうのである.した

がって,この規則は, Cの解釈とは反対に同形語くdiv) (「空」)には名詞接辞

が後続するということ,すなわち同形語であっても術語「dhatu「の適用はな

い,ということを示唆している. [A-B]

E.一方文法規則の規範性に拘束された,文法規則の整合的な適用にだけ心

をくだく老(laksanaikacaksu等ka)にとっては,同形語に関する術語「dh豆tu「

の禁止が述べられなければ,当該規則中のくdiv)は術語「dh豆tu「を獲得す

るわけであるから,当該規則は「dh豆tulであるくdiv)にだけ適用されるこ

とになり,望ましい語形と望ましくない語形の逆転が起こる.すなわち,この

規則によって形成されるべき語形は* {aksadyauh}であって{aksady的)で

はないことl土なる.したがって当然この場合には,当該規則中のくdiv)への

術語「dh豆tu「の過大適用を防(・禁止規定が設定されなければならないという

ことになる. [A-S]

F.無市指控辞paribh和瓦により,連鎖くくaksa-div) +sU}における

P7.1.84の適用は回避できるとも考えられる.同じくdiv)であっても

「pr盃tipadika"1であるくdiv〉は指標辞を持たず, 「dh豆tulであるくdiv〉は

指標辞を有する(udit).指標辞によってくdiv〉を, 「pr・豆tipadika「と

「dh豆tu「に差別することが可能である.このparibh豆串により,当該規則中
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のくdiv)は「dh豆tu「であるくdiv〉Udivu})を指示しない.したがって通例

(くaksa-div)+sU}においては, P7. 1. 84は適用機会を持たない. 「pr豆tipadika

と「dh豆tu「のいずれのくdiv)に関しても適用機会を持たないとすれば本規

則は無意味なものとなるから,まさしく当該規則は,同形のくdiv)という語

の後に名詞接辞が生起するということ,つまりは同形であっても術語「dh盃tu「

の過大適用はないということを示唆している. [A-B]

G.しかしながらこのparibh豆串は,ある操作規則において,指だ辞を持

たない項目と指標辞を有する項目の両者が想定される場合にのみ考慮されるの

である.ところで, dh豆tup和ha中のくdiv)との同形性から指控辞を持たな

いくdiv)に術語「dhatulが過大適用された場合,それは「pr豆tipadika「で

はないことになるから,それの後に名詞接辞が後続する可能性はない.しかし

ながら,当該規則には指標辞のないくdiv〉が言及されている.術語「dh豆tul

が適用される限り,指標辞のないくdiv)には本規則の適用可能性はないので

あるから,この規則が無意味とならないためには, paribh和瓦の教示するとこ

ろとは反対に規則中のくdiv)によっては指標辞を有する「dh豆tu「である

くdiv)が意図されていると解釈しなければならない.したがってこの場合に

は{aksadyauh}が結果することになるから,結局術語「dh豆tulの過大適用

を回避するために,禁止規定が述べられなければならないである. [A-S]

く読み上げ)に基づき術語「dh豆tu「の配当がなされる場合,このように

く同形性〉は非「dh豆tu「項目に対する術語「dh豆tu「の過大適用を誘発する.

そして当該のくdiv)の事例においては,この過大適用によって招来される困

難さを回避することは,決定的に不可能であることが以上により明らかにされ

た.その田難さの回避が不可能でない事例においても,正しい語形を得るため

には規則解釈上の冗長さ(pratipattigaurava)は避けられない・したがって術

語「dh豆tulの配当がく読み上げ)に基づく場合には, dh豆tup豆tha中に読み

上げられている項目と同形の項目に対する術語「dh盃tu「の過大適用を回避す

るために,同形の項目に対する術語「dh豆tu「の禁止規定が設定されなければ
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ならないのである.
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追加参照文献略号

LSS (KSS) : Laghu岳abdendu畠ekhara. 2 parts. 2nd ed. Ed. Narahari

S豆stri Pendse (Re-ed. Gop豆la S豆stri Nene). The Kashi Sanskrit Series

5. Varanasi : Chaukhambha Sanskrit Sansthan, 1987.

注

53)　　豆atresyate. Pradlpaではna vai atresyateという読みが与えられている.こ

の読みでは「確かに(vai)　-望ましいものではない」となる.

54)統合形のパラフレーズ文中に使用される定動詞形(tirianta)においては,動詞語根

(dh巨tu)の意味と接辞(UN)の意味の主従関係(限定関係)が通常の場合と逆転す

る.すなわち,当該の文(ak等air divyati;は,通常文としてはその意味は, 「誰か或

る者がさいころで賭博をしている」 (意味論的に分析すれば「誰か或る者をく行為主体)

とする,さいころをく手段)とする賭博行為」)となる. Cf.VPll,k.306.

55) bhis-ais: P7. 1. 9. 「krt「接辞くKvlP〉の/i/(I)音の機能は,発声促進である

(ucc豆r叫豆rtha). Pl. 3. 3, PI. 3. 8は指標辞指定規則.そのゼロ化はPI. 3. 9による.

指控辞K,Pはそれぞれupadh豆guna(P7.3.86)の禁止(PI.1.5)とアクセソト指

定(P3.1.4)を目的としている.

56) P3. 1.3-4の接辞のアクセソトに関する規則は,ここでは考慮しない.

57) Mah豆bh豆gyaでは,当該規則から「upapada「項目が接辞導入の根拠であることをち

理解されるような解釈が提示されている. Vt.6 ad P3. 1.92:tatravacanam

upapadasanniyog豆rtham.これは,規則中の{tatra} (「そこにおいて」)の言及をめぐ

り,この言及は当該規則の術語「upapada「の規定が機能する積域を示すために

(visay亘rtham)なされているのではなく,接辞導入を術語「upapadalの規定と連係

させるためになされていると考えることから導き出される結論である.この見地からは,

当該規則は次のように解釈される.

「この(P3. 1.91 dh豆tohの)支配下において,於格接辞で終わる項目によって指示

される項【=よ, 「upapada"1と呼ばれる.そしてこの「upapadalと呼ばれる項目があ

る場合に,接辞が生起する. 」 (Pradlpa on Mbh ad P3. 1.92:saptamisthara

upapadasamj丘aril bhavati, tatra copapade pratyayo bhavati). Siddh豆ntakakumudi

の解釈はこれを踏襲している.
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58) LSs (KSS) 1160 : upa samlpe ucc豆ritaih padam upapadam. s豆ralpyan ca

saptamyantapadaghatitasutravidheyapratyayaprakrtyathe nvayitvam eva na tv

豆nup缶rvyavyavadh豆nam.

59) K豆畠ik豆vrtti on P3. 2. 75 : api岳abdah sarvop亘dhivyabhic豆r豆rthah.

60) K盃畠ik豆vrtti : sarvadhatubhyah sopapadebhyo nirupapadebhya岳ca chandasi

bh和瓦y豆m ca kvip pratyayo bhavati.

61)複合語において「upapada「項E]は, PI.2.43,P2.2.30により先毘される.

62)くKvlP)接辞がP6.1.67によりゼロ化された後にも, PI.1.62によりP6.4.19

の適用は可能である.

63)くk豆sthataks〉 [-(k豆stha+am)+(Vtaks+くKvlP〉)],くk叫ataks) [-(k叫a+am) +

(Vtaks+くKvlP))]は,くaksady白〉と同様, upapadasam豆saである. Cf. Pradlpa

on Mbh ad P7. 1.72: kastham taksnuvantiti kvipi krte‥　P7. 1.72は,中性形

ではjhALで終わる「adga「と母音で終わる「anga「が, 「sarvanamasth云na「頃日

の前で,オーグメソトnUMをとることを規定している. {adh亘toh}の縦超をこの規

則に認める場合, 「ariganであるjhALあるいは母音で終わる「dh豆tu「およびそのよ

うな「dh豆tulで終わる「anga「にはこの規則は適用されないことになるから,たとえ

ば〈k豆sthatarik等i)といったオーグメソトnUMを有する語形は成立しないことになる.

{kasthatariksi}-くk醐hataks) +Jas (Sas)

Jas (Sas)ーSi [P7. 1. 20 ; Pl. 1. 42]: /n/-anusv豆ra [P8. 3. 34]: anusv豆ra-/a/

[P8.4.58]:オーグメソト位置指定PI.1.47)

64)関係(sambandha)が継起するということは,関係項の両者が継起するということ

に他ならない.しかしながらカイヤクによれば, P7.1.84においては,一方の関係項

{adh豆toh}は継起し得ても,他方の関係項{ugidac豆m)は継起しない.したがって

{adh豆toh}　と　{ugidac豆m)の関係が継起するという提案は退けられる..Pradipa on

Mbh ad P7. 1. 84= diva aud ity atra tv adh豆tor iti vartate ugidac豆m iti

mvrttam.

65) /u/(U)-¢[PI.3.2;PI. 3.9]:/v/-au[p7. 1.84]:/i/-/y/[P6. 1. 77]:

/s/->/h/[P8. 2. 66; P8. 3. 15]

なおsth豆nivadbh豆va (PI. 1. 56)により,代置要素(豆de岳a) /au/には原要素

(sth豆nin) /V/の子音性(haltva)という属性が転与され,子音に接続するsUの/S/

音がゼロ化されることを述べるP6.1.68の適用機会を生みだす.しかしP6.1.68は

音素の関与する規則(alvidhi)であるために,その操作は行われない[PI. 1.52の

analvidhauに基づく].

66) Paribha串(PS29): pad豆hg豆dhikare tasya ca tadantasya caにより, 「「anga「で

あるくdiv)」は,それ自身および「くdiv)で終わる「anga「」を指示する.この解釈規

則については,研究(2)一往47を参照されたい.
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なお, auTのT(/t/)の機能は,発声促進.

67) {ak細dy的)を, (aksa+bhis)+ (Vdiv+くvIP))-((aksa+bhis) + (Vaiv+くKvlP))) +sU

というように,先ず語基形成の段階を説明し,次にその語基に接辞が導入された段階を

説明する(V豆kyasamskarapaksa)のではなく, vibhajy豆nv豆khy亘na (構成要素一括分

析による語形説明)によって,.それらの構成要素をaksa+bhis+-/3iv+くKvlP)+sU

というようにすべて配置して説明する(padasamsk豆rapaksa)場合には,くKvlP)は

ゼロ「krt「であるので, P6.4.19とP7.1.84の両規則が同時に適用可能となり,し

たがって両規則に関して適用上の優先順位の問題が生ずる. P6.4. 19の適用根拠

(ariga-nimitta)はくKvlP)であり, P7. 1. 84の適用根拠はsUである.被操作対

象くdiv)に由してP6. 4. 19の適用根拠がP7. 1. 84の適用根拠の内にあるから,相関

的にP6. 4. 19の文法操作はANTARANGA, P7. 1. 84の文法操作はBAHIRANGA

である.したがってP6.4.19がP7.1 84に優先して適用される. Cf.Mbh ad PI.4.

2 (vt. 8): antarangam ca bahyo bhavati.

Ny盃saにおいては, vibhajy云nv豆khy盃naに由来する上記の両規則に関する適用上の

優先順位の問題が言及されている. Ny豆sa on P7. 1.84 : aksady白r ity aksair

d壬vyatiti kvipi krte tad豆云raye c豆ntararigatvat cchvoh的d anun豆sike ca ity

叫h.

68)研究(2)一江33を見よ.

69) VdivUの指標辞/u/ (U)は, P7. 2. 56の適用機会を生む.

70) 「pr盃tipadika「である空を意味するくdiv〉が派生形avdiv+pivi})であるという

見地をとったとしても　-Ht一指控辞項目は接辞であり,派生形そのものではない. Cf.

B豆Iamanoram豆on SK336 (P7. 1. 84): diva iti sasthyantarh diver divih ity

au坤dikam, avyutpannam v豆pratipadikam grhyate.

71) Ci. Mbh on vt. 2 ad P4. 1. 15" ananubandhakagrahane hi na s豆nubandhakasya

grah叫am bhavatity es豆paribh盃等豆kartavy豆. k豆ny etasy豆h paribh豆S豆y叫

prayojan豆ni , tavyagrah叫e tavyadgrah叫am m豆bhut. divgrahane divugrah叫ari1

m豆　bh臼t.

72)このv'divUは, div豆diganaの先頭項目である. cur豆digana中にも{divu parikuiane;

{divu ardane}　というようにv/divUがリストアップされている.

73) Paribh和え(PS23) : pratyayagrahaりe yasm豆t sa vihitas taぬdes tadantasya

grah叫amによる.研究(2)一往30を見よ.

74)これは「文法的」である項口を言語運用の観点から否認するanabhidh豆naの原則の

応用である.研究(1)一江70を参照せよ.

75) lak等yaikacaksuska.それの対立概念Iaksanaikacak等uskaについては, S. D. Joshi-

J. A. F. Roodbergen : Patailjali s Vy豆karana- Mah豆bh串ya (Avyay壬bh豆vatatpuru串hnika) ,

Poona, 1969, viiを見よ.

(未完)
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A STUDY OF THE MAHABHASYA AD PL3. 1(3)

Hideyo OGAWA

SYNOPSIS (3)

1.3.1.5. [Difficulty] The nominal base va 'sky' should not be called

dhatu. If the term dhatu is assigned to div 'gamble' by virtue of its

being recited in the dhatupatha, then one has to deny the name to the

nominal base vawhich is homonymous with the verbal root va listed

in the dhatupatha. Otherwise nominal affixes would not be allowed to

occur after us 'sky.'

[Difficulty finally unremoved] Solution is given: The procedure of

the Teacher in his making the rule P7. 1. 84 gives us the clue that

the nominal base va can take the nominal affixes even if it has

homonymity with va listed in the dhatupatha.

This solution is rejected: At the stage {aksa-div+sU} in derving

aksadyuh 'dicer' ("one who gambles at dice") [nom. pi.], one cannot

avoid by any means the applicability of the rule P7. 1. 84 without

prohibiting over-application of the term dhatu to va homonymous with

that which is recited in the dhatupatha. Here in the base aksa-div, the

div is formed by adding the krt affix KvIP to the verbal root div.

(To be continued.)




